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「  君田の春  」 

 
（ 君田フォトクラブ： 藤原 司徳 さん 撮影） 
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 支所だより   

春の全国交通安全運動について 

実施期間：令和５年５月１１日（木）～２０日（土）の１０日間 

（交通事故ゼロを目指す日・・５月２０日（土）） 

 

【重点実施事項】 

１．こどもを始めとする歩行者の安全の確保 

２．横断歩行者事故等の防止と安全運転意識の向上 

３．自転車のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底 

  “飲酒運転の根絶” 飲んだら運転しない。させない。 

※ ５月は「令和５年度 広島県自転車マナーアップ強化月間」です。 

    ヘルメットを着用し、自転車保険に加入しましょう。 

農政課から ため池の管理について 

 近年、大雨や地震による甚大な被害が発生しています。 

 特に、森林や家の付近にある「ため池」が決壊すると、流木や土石流が下流に 

流出し、住宅や田畑に被害が生じるだけでなく、生命が奪われることもあります。 

 ため池管理者の皆さんは、日頃から下記のことについて、組合員さんと連携して 

ため池及びその周辺を点検しましょう。 

 １．堤防の法面に，亀裂や水がしみ出ているところがないか。 

 ２．堤防の法面に，猪等による穴や段差がないか。 

 

 

 

 

こんにちは！君田診療所です！ 

   桜の花が終わり、ハナミズキがさきほこると 

  五月晴れの青い空に、鯉のぼりが高く泳ぎ， 

  気持ちのよい季節になります。 

   そんな、天気のよい日は農作業の合間に 

  散歩やウォーキング、ストレッチなどをして 

  体全体を動かすよう心掛けましょう。 

   また、作業や運動の合間に適度な水分補給や 

休憩をとり、無理をしないようにしましょう。 

 

君田診療所 電話 ５３－２０２０ 

   ＜診療時間＞      

【月・火・金】 

  ９：００～１２：００ 

１３：３０～１６：３０ 

【木】 

９：００～１２：００ 

※ 午後は往診に回ります。 

＜お問い合わせ先＞ 

 三次市君田支所 電話 : 53-2111 
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櫃
田
区
か
ら
の
お
便
り 

 

 

３
月
26
日
、
茂
田
長
寿
会
と
茂
田
地
区
社
協
主

催
の
、
毎
年
恒
例
「
世
代
間
交
流
・
健
康
教
室
」
が
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

講
師
に
お
迎
え
し
た
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー 

枝 

美
穂
先
生
が
ま
ず
、
「
皆
さ
ん
、
ど

こ
か
痛
い
と
所
は
あ
り
ま
す
か
、
腰
痛
や
肩
こ
り
は

あ
り
ま
す
か
」
と
の
問
い
か
け
に
、
即
座
に
全
員
「
は

い
」
の
返
答
。
そ
れ
に
は
先
生
も
大
笑
い
。「
そ
れ
で

は
今
日
は
、
リ
ハ
ビ
リ
も
兼
ね
た
体
操
を
し
よ
う
と

思
い
ま
す
」
と
、
さ
っ
そ
く
、
腰
骨
を
立
て
、
椅
子

に
浅
く
座
り
、
リ
ズ
ム
を
と
っ
て
腿
を
叩
い
た
り
、

胸
を
広
げ
深
く
息
を
吸
う
簡
単
な
動
作
を
続
け
て

行
い
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
、
皆
さ
ん
、
ポ
カ
ポ
カ

と
体
の
血
流
が
よ
く
な
り
、
心
拍
数
も
上
が
っ
て
き

た
様
子
。
も
う
少
し
高
度
に
肘
を
回
し
、
肩
甲
骨
を

動
か
す
運
動
に
な
る
と
、
ど
こ
か
ら
と
な
く
「
痛
い
・

痛
い
」
の
声
が
漏
れ
て
き
ま
し
た
。 

始
終
、
笑
い
が
絶
え
な
い
健
康
教
室
は
、
茂
田
区

な
ら
で
は
の
温
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
こ

れ
か
ら
、
畑
仕
事
の
合
間
に
腿
を
持
ち
上
げ
た
り

と
、
意
識
的
に
体
を
動
か
し
、
体
感
を
安
定
さ
せ
、

転
倒
防
止
に
励
ま
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 
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の
声
が
漏
れ
て
き
ま
し
た
。 

始
終
、
笑
い
が
絶
え
な
い

今
回
の
健
康
教
室
も
、
茂
田

区
な
ら
で
は
の
温
か
さ
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
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こ
れ
か
ら
は
茂
田
区
の
あ

ち
こ
ち
の
畑
で
、
皆
さ
ん
、
仕

事
の
合
間
に
腿
を
持
ち
上
げ

た
り
と
、
意
識
的
に
体
を
動

か
し
、
転
倒
防
止
に
励
ま
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

畑
仕
事
の
こ
り
が
ほ
ぐ
れ
ま
し
た 

 

櫃
田
寺
西
地
区
の
学
校
か
ら
は
少

し
離
れ
た
神
野
瀬
川
沿
い
に
、
低
学
年

用
の
浅
く
て
小
さ
な
、
旧
櫃
田
水
泳
プ

ー
ル
が
有
り
ま
し
た
。
こ
の
４
月
、
こ

の
プ
ー
ル
が
旧
櫃
田
保
育
所
に
続
き

解
体
さ
れ
、
ま
た
一
つ
、
二
つ
と
櫃
田

の
歴
史
が
消
え
て
い
き
ま
し
た
。 

 

小
高
い
小
学
校
か
ら
正
面
の
神
野

瀬
川
沿
い
に
プ
ー
ル
は
見
え
ま
す
が
、

学
校
の
水
泳
授
業
の
時
、
校
舎
か
ら
少

し
離
れ
た
、
こ
の
プ
ー
ル
ま
で
、
子
ど

も
た
ち
は
坂
道
を
上
り
下
り
し
、
歩
い

て
通
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
夏
休
み
期

間
中
、
子
供
た
ち
は
家
庭
か
ら
自
転
車

や
親
の
送
迎
、
路
線
バ
ス
な
ど
で
プ
ー

ル
を
利
用
し
、
多
く
の
子
供
た
ち
の
思

い
出
を
育
み
、
保
護
者
は
交
代
で
プ
ー

ル
の
監
視
役
を
務
め
、
プ
ー
ル
サ
イ
ド

で
子
供
た
ち
の
成
長
と
安
全
を
見
守

る
な
ど
、
保
護
者
に
と
っ
て
も
思
い
出

の
プ
ー
ル
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

一
時
代
の
役
割
を
務
め
ま
し
た
が

４
月
に
姿
を
消
し
ま
し
た
。
プ
ー
ル
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

プ
ー
ル
が
で
き
る
前
、
そ
の
昔
は
と

言
う
と
、
神
野
瀬
川
の
淵
や
井
堰
に
夏

場
、
期
間
限
定
で
、
夏
休
み
の
子
供
た

ち
の
為
の
水
遊
び
場
が
開
設
さ
れ
た

も
の
で
す
。
保
護
者
は
県
道
か
ら
川
ま

で
草
を
刈
り
、
通
路
を
確
保
し
、
竹
や

萱
で
監
視
役
の
即
席
の
待
機
小
屋
を

造
る
な
ど
子
供
の
た
め
に
奮
闘
し
て

く
れ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
子
供
た
ち

は
親
の
熱
意
と
櫃
田
の
光
と
神
野
瀬

の
綺
麗
な
水
に
夏
休
み
を
満
喫
し
て

い
ま
し
た
。
監
視
小
屋
に
は
か
ま
ぼ
こ

板
が
変
身
し
た
「
命
の
札
」
が
監
視
人

と
共
に
水
遊
び
に
夢
中
の
子
供
た
ち

を
見
守
っ
た
も
の
で
し
た
。 

 

こ
う
し
た
光
景
は
櫃
田
の
小
字
、
集

落
ご
と
に
一
、
二
箇
所
、
夏
の
神
野
瀬

川
に
水
し
ぶ
き
と
共
に
見
ら
れ
た
も

の
で
す
。
い
つ
の
頃
で
し
ょ
う
か
、
子

供
の
安
全
と
神
野
瀬
川
の
水
質
の
不

安
か
ら
、
水
あ
び
の
光
景
は
姿
を
消

し
、
櫃
田
水
泳
プ
ー
ル
が
誕
生
し
た
の

で
し
た
。 

 

今
、
子
供
た
ち
の
減
少
に
伴
い
こ
の

二
つ
水
泳
に
ま
つ
わ
る
ひ
と
昔
前
の

光
景
、
そ
し
て
、
こ
の
春
の
神
野
瀬
キ

ャ
ン
プ
場
の
廃
止
、
解
体
に
続
き
、
夏

の
憩
い
の
場
は
姿
を
消
し
ま
し
た
。 

 

旧
櫃
田
水
泳
プ
ー
ル
の
解
体 
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 君田小学校 令和５年度スタート！ 

【君田小学校】 

「認知症サポーター」と「地域でできること」 

3 月 10 日（金）君田町地域ケア会議で認知症サポーター養成講座を受講しました。 

65 歳以上の 5 人に 1 人は認知症の予備軍または、認知症と言われています。君田町は、65

歳以上の人口が 600 人なので、他人ごとでなく自分や家族がなるかもしれない病気なのです。 

認知症サポーター養成講座の目的は、認知症について正しい知識を持ち認知症の人やその家

族を温かく見守る人を増やし、安心して暮らせるまちをみんなで一緒につくっていくことで

す。 

講座の中で、「起こったこと自体は忘れても、優しくされてうれしかった、厳しくされて悲し

かったという感情は残っている。」「認知症の症状は、病気の進行によって悪化するだけでな

く、周囲の人の不適切な対応によって悪化する。」「認知症の人にはやさしく・ゆっくり・に

っこりと対応することがポイントである。」など認知症についての知識と対応について学び

ました。 

講義を受けて、次のような意見が出ました。 

・異変に気付く為にも、挨拶や声掛けはなど日頃から関係づくりが大切。 

・病気の早期発見や「差別・偏見」をなくすためには、住民のみんなが認知症について正し

く知ることが、必要である。 

・認知症サポーター養成講座や認知症カフェを君田の地域でも広めていけたらいい。 

君田の地域で、認知症になっても安心して暮らせるために、認知症についての知識を学んで

みませんか。認知症サポーター養成講座は、地域の集まりやサロン等でも行うことが可能で

す。 

問合せ先：地域包括支援センター 65-1146 

     君田支所 53-2111 
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っ 

 日時：令和５年６月２５日（日） 午前８時～ 

場所：君田総合グラウンド 

主催：三次市体育協会君田支部    ※雨天時は中止 

今年度は２名の新入生を迎え、児童４１名、教職員１４名での出発です。（兼務の教

職員を含む）入学・進級し、子供達は新たな気持ちで色々なことに挑戦しようと目を輝

かせています。 

新型コロナウイルスによる行動制限も緩和され、日常の生活が戻りつつあります。こ

れまでできなかったことができる喜びを味わいな 

がら、みんなで成長ができる一年にしていきます。 

 

地域の皆様，日頃より本校の教育に多大な応援をくださり，誠にありがとうございま

す。子供達のために，学校と家庭，地域がさらにつながり，ともに伸びていけますよ

う，今年度もよろしくお願いいたします。 

 

 
令和５年度入学式から 

地域の皆様、日頃より本校の教育に多大な応

援をくださり、誠にありがとうございます。子

供達のために、学校と家庭、地域がさらにつな

がり、ともに伸びていけますよう、今年度もよ

ろしくお願いいたします。 
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縦長に表示されスマ

ホからも見やすくな

りました。変更に伴

　 い、「アドレス登録

方法」と「ネット予

約方法」の説明書を

カウンターにてお渡

ししています。

書名 著者名

税金で買った本　５巻 ずいの／原作，系山　冏／漫画

102歳、一人暮らし。 石井　哲代

また、あちらで会いましょう 四宮　敏章

がんが消えていく超減塩レシピ 済陽　高穂

芦屋山手お道具迎賓館 高殿　円

妖変未来記 東郷　隆

ここが終の住処かもね 久田　恵

すいどう 百木　一朗／さく

フライパンヤァ 加藤　休ミ／作

教科書にのってるどうぶつの赤ちゃん 全６巻 木坂　涼／文

光るマウスが未来をかえる 森川　成美

ララ姫はときどき☆こねこ ２巻 みお　ちづる

ふしぎな図書館とやっかいな相棒 廣嶋　玲子

金の国水の国 岩本　ナオ／原作・絵

 図書館カレンダー　　

5月 日時：5月27日(土)

　全国の書店員が最も売りた 日 月 火 水 木 金 土 10：30～

い本を選ぶ「2023年本屋 1 2 3 4 5 6 場所：　君田支所２階

大賞」が４月12日発表され、 7 8 9 10 11 12 13 （状況により変更有

『汝、星のごとく』 14 15 16 17 18 19 20 　　最新情報は君田自治連の

が大賞に選ばれました。 21 22 23 24 25 26 27 　　　　　Instagramに掲載）

他のノミネート作品ともに 28 29 30 31

予約受付中です。 休館日　 ばんびのお話し広場

児
童
書

絵
本

Ｅモ

Ｅカ

480キ

467.2モ

読
み
物

913.6ミ2

913.6ヒ

913.6ト

知
識

分類

一
般
書

実

用

書

010ケ

494.5ワ

913.6エ

913.6ト
文
学

913.6ヒ

289.1ヒ

490.1シ

君田図書館だより
開館時間：10時～18時

休館日：毎週月曜日/年末・年始 三次市君田町東入君644-8

ホームページ：https://tosho.city.miyoshi.hiroshima.jp Tel/Fax：(0824)53-7050

2023年 5月号

ばんびのお話し広場

新しい雑誌が入りました

『現代農業』農山漁村文化協会

「自然な暮らしを村に町に」をコンセプ

トにした農業・農村、食の今を伝える総

合実用誌です。５月号の特集は「カバー

クロップ&生き草マルチ」です。

※最新号は、館内でご利用ください。

バックナンバーの貸出は出来ます。
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君
田
の
風
土
と
暮
ら
し
を
、
こ
よ
な
く
愛
し
い
つ
く

し
ん
だ
、
故
小
豆
原
た
ま
き
さ
ん(

東
入
君)

の
著
書
「
ふ

る
さ
と
の
覚
書
第
四
集 

君
田
の
伝
説
と
昔
話
」
よ
り
、

東
入
君
区
に
ゆ
か
り
の
む
か
し
ば
な
し
「
村
相
撲
」
を
紹

介
し
ま
す
。 

「 

村
相
撲 

」 

 

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
き
み
た 

よ
り 

 

広
島
県
北
部
に
は
昔
か
ら
相
撲
に
強
い
者

が
多
く
、
三
次
市
に
あ
る
有
名
な
「
稲
生
武
太

夫
妖
怪
物
語
」
に
出
て
く
る
、
三
井
権
八
と
い

う
大
関
格
の
相
撲
取
が
、
事
情
あ
っ
て
江
戸

追
放
に
な
り
三
次
に
戻
っ
て
い
た
。
権
八
の

故
郷
は
布
野
村
だ
っ
た
。 

 

平
太
郎(

武
太
夫
の
幼
名)

た
ち
若
者
は
夕

方
に
な
る
と
権
八
宅
に
集
ま
り
稽
古
に
励
ん

で
い
た
。「
指
導
者
に
恵
ま
れ
て
皆
メ
キ
メ
キ

上
達
し
た
」
と
書
い
て
あ
る
。
君
田
村
も
近
い

所
で
あ
り
稽
古
に
行
っ
た
者
も
い
る
と
思

う
。 

 

昭
和

2
0

年
代
ま
で
は
青
少
年
や
児
童
に

よ
り
相
撲
は
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
現

在
伝
承
し
て
い
る
の
は
東
入
君
大
歳
神
社
の

春
祭
り
と
櫃
田
地
区
の
子
ど
も
の
日
に
お
け

る
子
ど
も
相
撲
だ
け
と
な
っ
た
。 

か
ん
じ
ん
す
も
う 

 

相撲の碑 

ち
か
ら
い
し 

 
 

 
 

 

ほ
う
の
う
す
も
う 

 

＜ 

＜  

 

娯
楽
の
少
な
い
む
か
し
は
、
力
く
ら
べ
や
相
撲
が
村
人
の
間

で
さ
か
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

力
石
と
い
う
古
い
時
代
の
力
く
ら
べ
の
石
が
東
入
君
市
場
の

胡
子
神
社
に
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
自
然
石
の
大
き
な
力
士
の
記
念
碑
も
村
の
あ
ち
こ
ち

で
目
に
と
ま
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
記
念
碑
は
、
明
治
の
終
わ
り

か
ら
大
正
に
か
け
て
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

戦
争
中
の
昭
和
十
年
代
に
は
、
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
神

社
の
境
内
に
も
土
俵
が
作
っ
て
あ
り
ま
し
た
。
双
三
郡
内
の
小

学
校
相
撲
大
会
と
い
う
の
も
開
催
さ
れ
、
相
撲
は
国
技
と
し
て

大
変
さ
か
ん
で
し
た
。 

 

神
社
の
境
内
で
行
な
わ
れ
る
相
撲
に
は
、
お
祭
り
の
余
興
に

力
自
慢
の
村
の
若
者
や
、
近
隣
の
町
村
の
若
者
た
ち
が
集
ま
っ

て
力
を
競
う
奉
納
相
撲
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
神
社
や
お
寺
の

建
立
と
か
改
築
の
資
金
を
集
め
る
た
め
に
、
素
人
相
撲
が
行
な

わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
勧
進
相
撲
と
言
い
ま
す
。 

 

村
で
は
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
素
人
相
撲
が
大
変
さ
か
ん

で
し
た
。
そ
れ
を
物
語
る
も
の
に
力
士
碑
が
あ
り
ま
す
。
次
の

六
基
が
あ
り
ま
す
。 

一
、
亀
山
碑
（
梅
木
覚
平
）
大
正
三
年
五
月
建
之
（
西
入
君
） 

一
、
吉
見
山
之
碑
（
山
本
初
太
郎
）
大
正
三
年
十
二
月
建
之
（
泉

吉
田
） 

一
、
浜
の
音
（
山
脇
浜
吉
）
明
治
三
十
四
年
十
二
月
建
之
（
茂

田
） 

一
、
谷
の
音
（
小
桜
友
平
）
（
東
入
君) 

一
、
鶴
ヶ
島
（
東
屋
権
平
衛
）（
東
入
君
） 

 

古
く
か
ら
相
撲
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
の
は
、
東
入
君
大
歳
神

社
の
春
祭
り
で
す
。
か
つ
て
は
大
人
の
相
撲
も
同
時
に
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
今
は
子
ど
も
相
撲
が
け
と
な
り
ま
し
た
。 

 

春
満
開
の
桜
の
下
で
見
物
人
に
も
丸
い
力
む
す
び
が
配
ら
れ

ま
し
た
。
の
ど
か
な
笑
い
声
が
山
峡
に
こ
だ
ま
し
て
、
力
一
杯

子
供
の
元
気
な
相
撲
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

  

で
し
た
。
そ
れ
を
物
語
る
も
の
に
力
士
碑
が
あ
り
ま
す
。
次
の
六
基

が
判
明
し
て
い
ま
す
。 

一
、
亀
井
山
碑(

梅
木
覚
平)

大
正
三
年
五
月
建
之(

西
入
君) 

一
、
吉
見
山
之
碑(

山
本
初
太
郎)

大
正
三
年
十
二
月
建
之(

泉
吉
田) 

一
、
い
ろ
は
山
之
碑(

浅
原
関
蔵)

大
正
三
年
十
二
月
建
之(

東
入
君) 

一
、
浜
の
音
（
山
脇
浜
吉
）
明
治
三
十
四
年
十
二
月
建
之(

茂
田) 

一
、
谷
の
音(

小
桜
友
平)(

東
入
君) 

一
、
鶴
ヶ
島(

東
屋
権
平
衛)(

東
入
君) 

 

古
く
か
ら
相
撲
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
の
は
、
東
入
君
大
歳
神
社
の

春
祭
り
で
す
。
か
つ
て
は
大
人
の
相
撲
も
同
時
に
行
な
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
今
は
子
供
相
撲
だ
け
と
な
り
ま
し
た
。 

 

春
満
開
の
桜
の
下
で
見
物
人
に
も
丸
い
力
む
す
び
が
配
ら
れ
ま

す
。
の
ど
か
な
笑
い
声
が
山
峡
に
こ
だ
ま
し
て
、
力
一
杯
子
供
の
元

気
な
相
撲
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

   

平
太
郎(

武
太
夫
の
幼
名)

た
ち
若
者
は
夕 

方
に
な
る
と
権
八
宅
に
集
ま
り
稽
古
に
励
ん
で
い
た
。「
指
導
者
に
恵
ま

れ
て
皆
メ
キ
メ
キ
上
達
し
た
」
と
書
い
て
あ
る
。
君
田
村
も
近
い
所
で
あ

り
稽
古
に
行
っ
た
者
も
い
る
と
思
う
。 

 

昭
和
20
年
代
ま
で
は
青
少
年
や
児
童
に
よ
り
相
撲
は
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
た
が
、
現
在
伝
承
し
て
い
る
の
は
東
入
君
大
歳
神
社
の
春
祭
り
と
櫃

田
地
区
の
子
ど
も
の
日
に
お
け
る
子
ど
も
相
撲
だ
け
と
な
っ
た
。 

君
田
の
ス
テ
キ
を
後
世
に

伝
え
る
写
真
コ
ン
テ
ス
ト 

 
 

君
田
の
良
さ
を
再
発
見
す

る
、
第
30
回
あ
っ
た
か
む
ら

き
み
た
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の

入
賞
作
品
20
点
が
決
ま
り
ま

し
た
。 

 

最
優
秀
賞
は
、
才
田
孝
さ

ん
（
君
田
町
）
の
、
野
鳥
の
鳴

き
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
な

自
然
豊
か
な
君
田
の
春
を
感

じ
さ
せ
る
作
品
「
春
の
は
ら

み
ち
を
美
術
館
」
で
す
。 

 

入
賞
者
は
、
町
外
の
方
が

11
名
、
町
内
の
方
は
9
名

で
、
ど
の
作
品
も
、
君
田
の
自

然
を
題
材
に
し
た
、
見
ご
た

え
あ
る
物
ば
か
り
で
し
た
。 

 

才田孝さん作「春のはらみちを美術館」 

 

最
優
秀
賞
は
、
才
田
孝
さ
ん

（
君
田
町
）
の
、
野
鳥
の
鳴
き

声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
、
自

然
豊
か
な
君
田
の
春
を
感
じ

さ
せ
る
作
品
「
春
の
は
ら
み
ち

を
美
術
館
」
で
す
。 

 

入
賞
者
は
、
町
外
の
方
が
11

名
、
町
内
の
方
は
9
名
で
し

た
。
君
田
自
治
区
連
合
会
8
月

展
示
で
、
全
入
賞
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！ 

  

 


